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社会保障カード（仮称）の在り方に関する検討会作業班 

班長 山本隆一様 

 

医療保健・介護保険関連番号の考え方について 

 

検討会委員 大江和彦 

 

標記検討会作業班におかれましては、多大なる検討作業を積み重ねておられる

ことに、検討会の一委員として深く敬意と謝意を表します。 

これまでの作業班での検討結果の報告ならびにそれにもとづく検討会での議論

の経過を踏まえ、医療保険・介護保険関連番号に関して一委員として以下のよ

うな考え方を作業班に提出させていただきたく、できれば今後の検討作業にお

いて参考にしていただければ幸いです。 

 

基本的な考え方 

1 現在検討されている社会保障カード（仮称）（以下、カードと言う）を医療・
介護保険証としても使用できるようにすることに反対ではない。 

 

2 しかし現実問題としてカードが医療・介護保険証として使用できるためには、
被保険者情報と結びつけられる番号等がカード上に明示されており、カード

が使用できない場合でも医療・介護保険証としての必要な番号情報が医療・

介護機関において取得でき、滞りなく医療・介護が提供できることが必要で

ある。 

 

3 一方、年金番号と医療・介護に関する番号とを共通化したような制度横断的
な番号を、社会保障サービスにおける個人番号として導入し医療介護で利用

することには反対である。 

 

4 しかし、年金などの他の社会保障サービスと制度横断的でない新たな固有の

番号を、保健医療介護サービスのための共通番号として発行（以下、保健医

療番号という）し、それをカードによっても使用できるようにすることには



賛成である。 

 

細部の考え方の提案 

1 カードを医療・介護保険証として使用する場合、カードの本運用が開始され
てから 3年程度の十分な移行期間を設定し、移行期間においては従来の紙の

保険証の使用も可能とすることが必要である。 

この場合、前記の保健医療番号を紙の保険証に追記入するなどして、効率的

に同番号を使用できるようにすることが考えられる。 

 

2 保健医療番号の発行と活用については以下の考え方を提案する。 

2.1 保健医療番号は、年金番号とは別の番号体系で発行し、医療機関・介
護機関およびその保険者は、自らが行う医療・介護・保健に関するサ

ービスおよびそれらの質と安全の向上に寄与する活動において、その

必要に応じて自主的判断でその番号を使用できる。 

 

2.2 保健医療番号を、カード券面（または裏面またはカードと常に一体的
に運用されるカードホルダ等）に利用者が認識できるよう明示すると

ともにカードＩＣチップ内にも記録し、前項の利用がＩＴにより効率

的に実施できるようにする。 

 

2.3 保健医療番号の利用範囲、同使用の義務および任意可用性に関する運

用ルールについては、医療機関・介護機関・保険者等など関係機関と

十分な協議の上でガイドラインもしくは法令等を作成することによる。 

 

2.4 保健医療番号を、前項で既定する利用範囲を超えて別のサービスで利
用することを禁じる仕組みが必要である（基本的な考え方３）。 

 

2.5 保健医療番号は、原則として 1 人に対して 1 番号を継続的に使用する
ものとするが、本人が希望する場合にはそれまで使用していた番号と

の連結不可能な別の番号に変更できるよう制度設計を行う。   

          

以上 


